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世界から激励メール続々

　藤　田　雅　美

　3月11日の地震以後、生活の様々なことが変化し、学生たちの生活にも非常事態は大きく影響

しました。それまで、毎日学校や部活や宿題や課外でや ること に追われていた学生たちが、突然

やることを失いました。学校も無い、部活も無い、宿題もない、電車もない、という状況です。

私はこのままではいけない、ライラの精神を生かさなければと思いました。そこで、3月24日

に、このような手紙を世界の友人に向けて発信しました。

Dear Friends in the world,

世界中で心配してくれているお友達みんなに

 

　日本の悲惨な状況を心配し、毎日世界中からメール

が届きます。日本のことを思い、祈ってくださる皆さ

んの優しさに感動しています。

 

　日本では誰もこれほど壊滅的な天災が襲うなんて夢にも思っていませんでした。今でも信じら

れない思いです。佐野市は原子力発電所に近いので、野菜、水、ミルクなどが放射能に汚染され

ました。スーパーでも水やミルクの棚は空っぽになっています。こんな状況で、「でも私たちは

人間として恥ずかしくない生き方をしたい」と私は考えました。

　私は佐野という小さな町で英語と数学を教えています。災害の被害は少ないのですが、毎日停

電があり、電車は運休。灯油やガソリンも供給がストップ し、誰もが不安な毎日です。

 

　このため、学校はお休みになっています。授業がない、部活もない、生徒たちは一日中何もす

ることがなくなりました。学生にとって最も良くない状況 だ、と思 いました。大人は仕事がある

ので何とかなります。学生はただ暇で、ただダラダラ家で過ごすだけの毎日です。「テレビを見

て、ゲームやって、寝て、飯食って、テレビ見て・・・」それでよいのでしょうか？大人とし

て、そして教育者として私は自分の生徒たちに立ち上がり、戦ってほしいと思いました。

 

　「放射能に汚染されようと、ガソリンがなかろうと、学校が休みであろうと、学生は、若者は

生きる力に満ちているはずです。ダラダラしている時ではありません。命を、家族を、家を、故

郷そのものを失った方たちがたくさんいるのです。恥を知りなさい。車がなければ自転車に乗り

なさい。自分の足で歩きなさい。勉強しましょう、いつもどおりに。電気がつかなければお日様

があるではありませんか。ろうそくをつければ本も読めるでしょう。私は教室でいつものよう

に、あなたたちを待ちます。」

 

　私は生徒たちにこのように呼びかけました。生徒たちはこれに見事にこたえてくれました。一

番遠い子は、20ｋｍもの道を自転車で勉強しに来てくれたのです。教室はいつものように、で

も、いつもよりもっと真剣な生徒の顔が並びました。状況に負けない自分を発見した誇りで、ど

の顔も輝いています。生徒たちは 困難に自分の力でチャレンジすることを学んだのです。

第 2550 地区
ライラセミナー インストラクター

各国から150通もの激励メールが届き喜ぶ
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